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※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

　５月15日　今年度３回目の小菊栽培講習会
を大桑村の生産者・中振田勇さんの畑で開催
し、10名の生産者が参加しました。ＪＡ花卉
担当の狩戸技術員から追肥、土寄せ、ネット張
り、防除について説明を受けました。追肥の種
類や追肥後の土寄せやネット張りの仕方のポイ
ントを実演し、防除については、除草剤や病虫
害予防の消毒で使用する農薬の種類や注意点を
詳しく学びました。お盆前の出荷まで講習会や
目揃い会を開催予定で、狩戸技術員は「今年度
は10万本の出荷を目標に小菊の栽培を頑張り
ましょう」と呼びかけました。

　南木曽町田立のお茶摘みが５月から始まり、
ＪＡの田立製茶工場では栽培農家から生葉を受
け入れ、操業しました。５月８日　ＪＡ長野中
央会が運営する県内の農産物や生産者を発信す
るWebマガジン「長野県のおいしい食べ方」で
紹介するための取材を生産者の白金恒行さん夫
妻が受けました。白金さんは、桑畑から茶畑へ
移行した先々代からのお茶栽培であることや、
一番茶のみで今年は約120㎏摘み
取ったことのほか、手で摘むときの
ポイントや、茶葉栽培からお茶加工
までの過程や保存方法を初心者にも
わかりやすい説明をしてくれました。

　４月６日　長野県中央家畜市場で令和５年度
最初の市場が開催され、366頭が上場し、362
頭の取引が成立しました。子牛全体の平均価
格は前回より70,541円上げて679,357円（税
込み）となりました。木曽管内出荷頭数は91
頭で平均価格は前回より100,712円上げて
697,678円（同）となりました。
　５月連休明けの新型コロナウイルスの第５類
移行による消費需要の期待感と本年12月にお
ける内需要期での販売となる子牛が対象となる
ため、県内外から多くの購買者が来場され、活
発な取引となりました。

新茶の季節　田立のお茶をＰＲ

４月家畜市場、子牛平均価格が上昇

小菊栽培講習会、追肥・土寄せ・防除など学ぶ

茶葉の摘み方を教える白金さん夫妻茶葉の摘み方を教える白金さん夫妻ネット張りの実演を見学する参加者ネット張りの実演を見学する参加者

　ＪＡトマト生産振興部会の定期総会が農業生
活部会議室（日義）で開催され、部会員６人が
出席して令和４年度事業報告と５年度事業計画
などを協議し承認されました。４年度の出荷
は７月上旬から10月中旬まで行われ、大玉の
「こだわりトマト」や「ミニトマト」は愛知県
のげんきの郷を中心に出荷量、販売額共に前年
を上回る好実績を挙げました。５年度は前年同
様に有機質肥料の施肥と深耕によるこだわり栽
培と病害虫防除の徹底などで消費者に喜ばれる
味の良いトマト生産をめざし、出荷規格を厳守
した販売に取り組むことなどを確認しました。

トマト生産振興部会総会
こだわり栽培で味の良いトマト生産をめざす

　４月下旬から５月初旬にかけて「御嶽はくさ
い」の苗の定植が木祖村と木曽町開田高原のほ
場で行われました。４月28日木祖村の大原ほ
場では同村の生産者笹川高広さんが家族と一緒
に苗の定植を行いました。笹川さんは「肥料や
資材の高騰が続き厳しいが、品質のよいハクサ
イを安定して出荷したい」と話しました。
　ＪＡ野菜生産部会は、今年度33万ケースの
出荷を目標とし、順調に生育したハクサイは６
月中旬頃に収穫の予定です。

安定した出荷をめざし
「御嶽はくさい」を定植

長野県の
おいしい食べ方

▼



女性部だより

スコップ三味線 KISO小町 フラダンス JA Hula Wahine

②、③は参加を追加で受付できますので、ＪＡ木曽本所女性部事務局へお問い合わせください。

①６月12日㈪ 簡単スマホ教室

②６月28日㈬ 家の光記事活用（手芸）

③７月３日㈪～
　７月７日㈮　

活動お助け隊（ぺットボトル
キャップ選別作業）

④７月13日㈭ 南信地域へ日帰り旅行 昨年のスマホ教室昨年のスマホ教室 昨年のキャップ選別作業昨年のキャップ選別作業

　月に１回上松町ひのきの里総合文化センターで
活動しています。栓抜きをバチに演歌やポップ
ス、様々なジャンルの曲に合わせスコップをたた
きます。楽器演奏の技術は必要なく、ストレス解
消にもなって楽しい活動です。９月に大桑村で開
催されるイベント出演のお誘いをいただきました
ので練習に力が入ります。

　フラダンスグループは結成して10年を超えて
います。結成当初から続けている人、経験の浅い
人、合計14名で月に２回活動しています。
　11月に木曽文化ホールで開催される「木曽ダン
スフェスタ」出場にむけて一層張り切っています。

　今年も畑作業が始まりまし
た。王滝支部では畑作業のグ
ループ「かぶらつくり隊」を
結成し、地域おこし協力隊員
や地域の方（男性もいます）
にも作業の協力をしていただ
きながら、とうもろこしや王
滝かぶの生産をしています。
高齢化している部員ですが、
伝統野菜継承や耕作放棄地対
策のため頑張っています。

とうもろこし苗のとうもろこし苗の
移植をする部員移植をする部員

　マスクボックスケースを作りました。
　おしゃべりも楽しく、素敵な作品ができま

した。
　今後は、
おやき作り
や、ＪＡ旧
本所の花壇
草取り作業
などの活動
を計画して
います。

　サークル活動に興味のある方、参加してみたい方は、ＪＡ木曽本所女性部事務局へご連絡ください。



特集❶

〜
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
て
〜

　４月中旬に開催した各支所組合員総集会において寄せられた主なご意見・
ご要望について掲載し、今後のＪＡ運営に反映させてまいります。

■Ａ　

農
協
法
で
総
代
の
定
数
は
決
め
ら
れ

て
お
り
、
木
曽
農
協
の
場
合
は
５
０
０
人

を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

■Ａ　

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
職
員
に
も

多
く
の
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
経
営
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
以
降

も
事
務
効
率
化
等
職
員
負
担
軽
減
を
図
り

な
が
ら
皆
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■Ｑ　

組
合
員
が
高
齢
化
で
減
少
す
る
な

か
、
総
代
の
定
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
地
区
割

定
数
を
減
ら
せ
な
い
か
。

■Ｑ　

職
員
数
が
減
っ
て
い
る
。
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
い
な
い

か
。
職
員
の
元
気
が
な
い
と
組
合
員
も

元
気
に
な
ら
な
い
。
若
い
人
た
ち
を
一

生
懸
命
育
て
て
欲
し
い
と
思
う
。
若
い

人
た
ち
が
や
る
気
の
あ
る
職
場
で
あ
っ

て
欲
し
い
。

■Ａ　

Ｊ
Ａ
木
曽
全
体
の
組
合
員
数
は
令

和
２
年
：
９
６
５
９
名
、
令
和
３
年
：

９
３
９
０
名
で
す
。
高
齢
化
に
よ
り
脱
退

者
が
多
く
准
組
合
員
層
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
組
合
員
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
を
お
示

し
し
、
広
報
誌
に
よ
り
Ｊ
Ａ
活
動
を
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
地
保
全
や
後
継
者

対
策
に
つ
い
て
は
行
政
と
も
連
携
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■Ｑ　

組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
。
過

去
５
年
の
推
移
を
知
り
た
い
。
ま
た
、

後
継
者
対
策
は
何
か
や
っ
て
い
る
の
か
。

農
地
が
あ
っ
て
も
ど
う
し
た
ら
良
い
か

困
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

経
営
管
理
・
総
務
・
組
織
関
係

支
所
組
合
員
総
集
会

支
所
組
合
員
総
集
会 

＝
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
答
え
し
ま
す
＝

＝
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
答
え
し
ま
す
＝

北部支所組合員総集会北部支所組合員総集会

ま
す
。
ご
意
見
の
と
お
り
高
齢
化
が
進
み

総
代
の
方
か
ら
も
大
変
と
の
声
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
総
代
の
定
数

５
０
０
人
を
下
回
る
と
「
総
会
」
の
開
催

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
２
千
人
を
超
え

る
正
組
合
員
全
員
を
対
象
と
し
た
「
総

会
」
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
現
在
は
５
０
８
名
の
方
々
に
総
代
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
年
1
回
そ
の
方
々
を

代
表
と
し
た
「
総
代
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
定
数
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
地
区
ご
と
の
調
整
は
可
能
で
す
。



■Ａ　

県
下
で
も
女
性
役
員
割
合
目
標
を
定

め
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
木
曽
も
理
事
、
監
事
は

女
性
２
名
、
職
員
は
企
画
管
理
部
長
を
は

じ
め
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
役
付
を
選
択

し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

木
曽
の
活
性
化
に
女
性
の
力
は
必
要
で
あ

り
、
女
性
部
と
共
に
女
性
登
用
を
提
唱
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■Ａ　

資
料
に
は
、
事
業
管
理
費
の
内
訳
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
管
理
費
の
う
ち
、
人
件
費
が
約

■Ａ　

昨
年
か
ら
研
修
会
や
各
部
会
で
説
明

し
組
合
員
へ
の
理
解
を
図
っ
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
制
度
が
始
ま
り
ま
す
の
で
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

■Ａ　

取
扱
高
増
加
は
価
格
高
騰
の
影
響
で

す
。
取
扱
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
肥
料

の
取
扱
量
は
前
年
比
93
％
程
、
農
薬
に
関

し
て
は
前
年
比
98
％
で
し
た
。

■Ａ　

検
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
購
買
者
は

安
心
し
て
購
入
で
き
ま
す
。

　

販
売
価
格
に
影
響
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
政
府
へ
の
要
請
や
Ｊ
Ａ
と
し
て
支
援
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■Ｑ　

Ｅ
Ｂ
Ｌ
検
査
を
し
た
場
合
、
販
売

価
格
に
影
響
は
あ
る
の
か
。

■Ｑ　

新
聞
で
女
性
指
導
者
の
登
用
が
進

ん
で
い
る
と
記
事
に
あ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
で

も
そ
の
あ
た
り
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

■Ａ　

購
買
事
業
の
実
績
は
商
品
を
仕
入
れ

て
販
売
（
供
給
）
し
た
結
果
で
、
費
用
・

収
益
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
の

出
荷
は
販
売
事
業
、
お
茶
は
加
工
事
業
、

育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
実

績
は
利
用
事
業
の
実
績
と
し
て
表
示
し
て

い
ま
す
。

■Ｑ　

財
務
の
状
況
報
告
で
、
農
産
物
の

取
引
は
購
買
事
業
で
表
示
さ
れ
て
い
る

の
か
。

■Ｑ　

事
業
管
理
費
１
０
７
１
百
万
円
の

内
訳
は
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

か
。
主
な
内
容
は
。

■Ｑ　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
組
合

員
と
な
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る

が
、
農
家
の
方
は
理
解
し
て
い
る
の

か
。

■Ｑ　

生
産
資
材
の
取
扱
実
績
に
つ
い

て
、
肥
料
・
飼
料
は
前
年
よ
り
増
え
て

い
る
が
、
資
材
高
騰
に
よ
る
も
の
か
。

取
扱
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■Ａ　

今
ま
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
の
利
益
率
を
下

げ
る
こ
と
や
、
段
ボ
ー
ル
の
価
格
も
上
が

る
の
で
事
前
に
注
文
し
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
多
方
面
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

■Ｑ　

肥
料
等
価
格
高
騰
の
支
援
と
は
何

か
。

■Ａ　

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
農
政
活
動
の
一
環
と

し
て
国
や
行
政
へ
支
援
を
要
請
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■Ｑ　

今
年
度
よ
り
Ｅ
Ｂ
Ｌ
（
牛
伝
染
性

リ
ン
パ
腫
）
の
検
査
が
始
ま
る
。
注
射

や
検
査
費
用
が
か
か
る
の
は
当
然
だ

が
、
負
担
が
増
え
る
の
で
町
村
や
Ｊ
Ａ

の
支
援
を
検
討
願
い
た
い
。

生
産
販
売
事
業

■Ａ　

生
活
店
舗
は
利
用
の
度
合
い
に
よ
り

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■Ｑ　

利
用
者
が
減
少
し
て
も
生
活
店
舗

を
残
し
て
欲
し
い
。

経
済
事
業

■Ａ　

窓
口
職
員
の
事
務
効
率
化
と
負
担
軽

減
の
一
環
と
し
て
廃
止
し
ま
し
た
。
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■Ｑ　

貯
金
通
帳
へ
コ
メ
ン
ト
を
入
力
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
と
感
じ
る
。

金
融
・
共
済
事
業

意見を述べる組合員（南木曽地区総集会）意見を述べる組合員（南木曽地区総集会）

８
億
円
を
占
め
て
お
り
、
組
合
が
所
有

す
る
固
定
資
産
に
か
か
る
減
価
償
却
費

８
千
万
円
程
度
で
す
。

た
し
ま
す
。
農
協
特
例
利
用
に
は
、
Ｊ
Ａ

へ
出
資
し
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
へ
は
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。



令
和
５
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
配
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
職
員
の
人
員
配
置
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
１
日
現
在　

令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
木
曽

令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
木
曽 

職
員
人
員
配
置

職
員
人
員
配
置

監
査
室

☎
２
２-

２
１
２
８

課
長　
　
　
　
　

木
見
尻
正
幸

企
画
管
理
部

☎
２
２-

２
１
２
８

部
長　
　
　
　
　

山
田
み
す
ず

次
長　
　
　
　
　

上
村　
　

明

企
画
管
理
部
付

　

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き
そ
出
向

　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

明
男

　

木
曽
地
域
振
興
㈱
出
向

　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

隆

総
合
企
画
課

課
長　
　
　
　
　

上
村　
　

明
（
兼
）

係
長　
　
　
　
　

下
村　

郁
子

係　
　
　
　
　
　

越
原　

和
美

総
務
人
事
課

課
長　
　
　
　
　

森　
　

英
知

係
長　
　
　
　
　

井
ノ
上
伸
吾

係　
　
　
　
　
　

藤
原　

章
久

事
務
管
理
課

課
長　
　
　
　
　

村
井　

賢
一

係
長　
　
　
　
　

太
田　

美
和

係　
　
　
　
　
　

倉
本　

ま
み

リ
ス
ク
管
理
課

課
長　
　
　
　
　

山
﨑　

哲
也

課
長
代
理　
　
　

寺
田　

裕
行

審
査
課

課
長　
　
　
　
　

山
﨑　

哲
也
（
兼
）

課
長
代
理　
　
　

寺
田　

裕
行
（
兼
）

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

上
村　
　

明
（
兼
）

係
長　
　
　
　
　

下
村　

郁
子
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

越
原　

和
美
（
兼
）

介
護
セ
ン
タ
ー

☎
２
１-

２
１
１
３

セ
ン
タ
ー
長　
　

井
口　

久
子

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

邑
上　

隆
之

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

久
保
寺　

敏

係
（
福
祉
用
具
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　

田
口
千
佳
代

係　
　
　
　
　
　

三
上　

育
子

歯
科
診
療
所

☎
２
７-

６
１
１
１

医
師
（
院
長
）　
　

木
下　

信
也

歯
科
衛
生
士　
　

小
林
小
夜
子

係　
　
　
　
　
　

小
林　

君
江

係　
　
　
　
　
　

中
村　

美
香

金
融
共
済
部

☎
２
２-

２
７
７
３

部
長　
　
　
　
　

芝
波
田　

豊

融
資
課

課
長　
　
　
　
　

芝
波
田　

豊
（
兼
）

課
長
代
理　
　
　

細
尾　

恒
平

係　
　
　
　
　
　

若
井
奈
智
代

資
金
運
用
課

課
長　
　
　
　
　

鈴
木　
　

葵

係
長　
　
　
　
　

細
田　

真
輝

主
任　
　
　
　
　

両
角　
　

茜

係　
　
　
　
　
　

貴
舟　

優
香

係　
　
　
　
　
　

中
島　

尚
美

推
進
企
画
課

課
長　
　
　
　
　

山
岸　

禎
孝

共
済
課

課
長　
　
　
　
　

酒
井　

義
弘

係　
　
　
　
　
　

増
澤　

花
澄

係　
　
　
　
　
　

梶
川　

明
奈

係　
　
　
　
　
　

古
畑　

秀
規

係　
　
　
　
　
　

吉
澤　

優
哉

係　
　
　
　
　
　

古
畑　

公
男

係　
　
　
　
　
　

五
月
日
幸
子

農
業
生
活
部
☎
２
３-

３
３
１
０

部
長　
　
　
　
　

松
原　

誠
司

次
長　
　
　
　
　

塚
澤　
　

孝

木
曽
郡
農
業
再
生
協
議
会　

出
向

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

珠
美

農
事
園
芸
課

課
長　
　
　
　
　

田
中　

秀
己

課
長
代
理　
　
　

狩
戸　

公
彦

係　
　
　
　
　
　

巣
山　

孝
治

係
（
営
農
技
術
員
）   

三
尾　
　

恵

係
（
営
農
技
術
員
）   

宇
田　
　

晃

係
（
営
農
技
術
員
）   

大
屋　
　

聡

係
（
営
農
技
術
員
）   

鈴
木　
　

航

係　
　
　
　
　
　

尾
越　

輝
代

畜
産
課

課
長　
　
　
　
　

清
水　

義
和

係
（
畜
産
技
術
員
）   

唐
澤　

春
菜

係
（
畜
産
技
術
員
）   

川
島　

太
陽

係
（
畜
産
技
術
員
）   

小
林　

広
昭

係　
　
　
　
　
　

巣
山
め
ぐ
み

係　
　
　
　
　
　

三
好　

雪
花

畜
産
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

小
松　

和
明

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

優
子

和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

尾
崎　
　

陸

購
買
経
理
課

☎
２
４-

２
５
５
５

課
長　
　
　
　
　

下
畑　
　

明

係　
　
　
　
　
　

吉
原　

貴
子

施
設
燃
料
課

☎
２
２-

２
６
４
７

課
長　
　
　
　
　

赤
羽　

清
吉

係
長　
　
　
　
　

林　
　

陽
一

係
長　
　
　
　
　

田
上　

浩
司

係　
　
　
　
　
　

千
邑　

達
弥

係　
　
　
　
　
　

上
小
路
達
男

係　
　
　
　
　
　

大
橋
日
登
美

お
ん
た
け
燃
料
セ
ン
タ
ー

☎
２
２-

３
１
５
０

店
長　
　
　
　
　

堀　
　

弘
幸

係　
　
　
　
　
　

藤
原　

光
子

係　
　
　
　
　
　

松
原　

宜
子

係　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

武

係　
　
　
　
　
　

田
口　

新
一

お
ん
た
け
燃
料
セ
ン
タ
ー
薮
原
基
地

☎
３
６-

２
０
１
７

係　
　
　
　
　
　

大
矢　

桂
裕

特集❷



開
田
高
原
燃
料
セ
ン
タ
ー

☎
４
２-

３
６
３
６

店
長　
　
　
　
　

上
村　

一
彦

係　
　
　
　
　
　

松
岡　

和
江

係　
　
　
　
　
　

井
口　

裕
貴

大
桑
燃
料
セ
ン
タ
ー☎

５
５-
２
４
０
３

店
長　
　
　
　
　

田
澤　

直
喜

係　
　
　
　
　
　

原　
　

勇
太

係　
　
　
　
　
　

白
金　

由
佳

係　
　
　
　
　
　

佐
郡　

君
治

農
業
生
活
資
材
課☎

２
４-

２
５
５
５

課
長　
　
　
　
　

田
口　

直
樹

中
央
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
２
４-

２
５
５
５

セ
ン
タ
ー
長　
　

山
本　

早
苗

係　
　
　
　
　
　
芝
波
田
今
日
子

係　
　
　
　
　
　

島
尻　

一
枝

小
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
６-

２
０
４
５

セ
ン
タ
ー
長　
　

清
水　

秀
明

主
任　
　
　
　
　

平
杤　

英
幸

係　
　
　
　
　
　
五
月
日
由
美
子

開
田
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
４
４-

２
０
０
１

セ
ン
タ
ー
長　
　

渡
澤　

喜
浩

係　
　
　
　
　
　

古
瀬　

敏
彦

係　
　
　
　
　
　

下
畑　

泰
代

王
滝
生
活
店

☎
４
８-

２
１
２
１

店
長　
　
　
　
　

納
土　

健
司

係　
　
　
　
　
　

有
村　

幸
子

係　
　
　
　
　
　

田
中
利
加
子

南
木
曽
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

☎
５
７-

２
０
３
２

セ
ン
タ
ー
長　
　

河
口　
　

学

係　
　
　
　
　
　

松
原
め
ぐ
み

係　
　
　
　
　
　

早
川　

奈
美

駐
在
（
農
機
具
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

松
原　

規
行

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
３-

２
１
１
２

セ
ン
タ
ー
長　
　

田
口　

直
樹
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

太
田　

悦
子

グ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
き
そ

☎
２
２-
３
０
６
１

店
長　
　
　
　
　

柴
山　

芳
之

係　
　
　
　
　
　

田
中　

浩
志

係　
　
　
　
　
　

中
林
千
恵
美

係　
　
　
　
　
　

織
田
さ
と
み

係　
　
　
　
　
　

西
山
冨
士
子

Ａ
コ
ー
プ
き
そ
お
買
い
物
代
行

☎
２
３-

２
４
１
４

係　
　
　
　
　
　

清
水
よ
し
子

係　
　
　
　
　
　

大
橋　

悦
夫

係　
　
　
　
　
　

上
田　

鉄
也

北
部
支
所

☎
３
６-

２
０
２
７

支
所
長　
　
　
　

大
西　
　

哉

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

大
西　
　

哉
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

小
島
み
ず
き

金
融
共
済
課

課
長　
　
　
　
　

杉
村　
　

誠

係
（
貯
金
）　
　
　

瀬
戸
さ
お
り

係
（
貯
金
）　
　
　

中
桐
亜
里
紗

係
（
貯
金
）　
　
　

森　
　

珠
美

係
（
貯
金
・
共
済
）   

巾　
　

春
美

係
（
融
資
）　
　
　

小
島
み
ず
き
（
兼
）

係
（
融
資
）　
　
　

橋
爪　
　

等

主
任
（
渉
外
）　
　

曲
田　

友
理

係
（
渉
外
）　
　
　

児
野　

慧
史

係
（
共
済
）　
　
　

宮
原
志
緒
里

中
部
支
所

☎
２
２-

２
２
２
０

支
所
長　
　
　
　

巾　
　

和
彦

支
所
長
代
理　
　

森　
　

育
美

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

森　
　

育
美
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

渡
澤　

喜
浩
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

納
土　

健
司
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

塚
澤　

恵
子

係　
　
　
　
　
　

古
畑
あ
け
み

金
融
共
済
課

課
長　
　
　
　
　

蒲
沼　

康
子

係
（
貯
金
）　
　
　

宮
下
奈
々
子

係
（
貯
金
）　
　
　

野
田
い
ず
み

係
（
貯
金
）　
　
　

栗
空　

史
穂

係
（
貯
金
）　
　
　

大
沼
田
華
恵

係
（
貯
金
）　
　
　

細
尾　

香
織

係
（
貯
金
）　
　
　

塚
澤　

恵
子
（
兼
）

係
（
貯
金
）　
　
　

古
畑
あ
け
み
（
兼
）

係
（
貯
金
）　
　
　

田
上
す
ま
子

係
長
（
融
資
）　
　

瀬
戸　

大
蔵

係
（
融
資
）　
　
　

鈴
木　
　

剛

係
（
融
資
）　
　
　

中
村　

紘
汰

考
査
役
（
渉
外
）　

武
居　

直
樹

調
査
役
（
渉
外
）　

澤
木　

留
美

調
査
役
（
渉
外
）　

三
輪　

翔
太

係
（
渉
外
）　
　
　

合
戸
加
奈
江

係
（
渉
外
）　
　
　

奥
原　

美
穂

係
（
渉
外
）　
　
　

大
橋　

厚
仁

係
（
渉
外
）　
　
　

加
納　

真
優

主
任
（
共
済
）　
　

三
尾　

卓
真

係
（
共
済
）　
　
　

栗
屋　

志
穂

南
部
支
所

☎
５
５-

２
１
８
５

支
所
長　
　
　
　

糸
魚
川
光
弘

支
所
長
代
理　
　

柏
平　

公
次

組
合
員
課

課
長　
　
　
　
　

糸
魚
川
光
弘
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

柏
平　

公
次
（
兼
）

係　
　
　
　
　
　

中
谷　

友
美

係　
　
　
　
　
　

安
藤　

文
子

金
融
共
済
課

課
長　
　
　
　
　

藤
懸　

純
平

主
任
（
貯
金
）　
　

梶
原　

由
美

係
（
貯
金
）　
　
　

洞
野　

花
菜

係
（
貯
金
）　
　
　

中
村　

知
子

係
（
貯
金
）　
　
　

内
山
未
来
子

係
（
貯
金
）　
　
　

合
戸　

美
里

係
（
融
資
）　
　
　

吉
田　

深
雪

係
（
融
資
）　
　
　

松
岡　

舜
也

考
査
役
（
渉
外
）　

末
松　

良
幸

調
査
役
（
渉
外
）　

寺
社
下
卓
也

係
（
共
済
）　
　
　

安
藤　

文
子
（
兼
）

南
木
曽
金
融
店
☎
５
７-

２
０
３
２

店
長　
　
　
　
　

柏
平　

公
次
（
兼
）

金
融
共
済
課

課
長　
　
　
　
　

柏
平　

公
次
（
兼
）

係
長
（
貯
金
）　
　

中
谷　

友
美
（
兼
）

係
（
貯
金
）　
　
　

宮
下　
　

萌

係
（
貯
金
）　
　
　

三
石　

秀
子

係
（
貯
金
）　
　
　

漆
平　

美
絵

調
査
役
（
渉
外
）　

倉
本　

彰
吾

主
任
（
渉
外
）　
　

竹
内　

直
美

係
（
渉
外
）　
　
　

貴
舟　
　

敏

係
（
共
済
）　
　
　

牧
野　

文
子
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　作物を栽培していると必ず直面するのが、病気や害虫の問題です。農薬を使わずに育てることができ
れば理想ですが、どうしても必要な場合は農薬を散布しなければいけません。使用する際には正しく使
うように心がけましょう。

●農薬ラベルの見方
　ラベルには、使用できる作物名、効果のある病害虫
名とともに、使用方法（希釈倍数、使用時期、使用回
数など）、使用上の注意点が詳細に書かれています。
①作　物　名…どの作物に使えるか
②適用病害虫…どの病気、害虫に効果があるか
③希 釈 倍 数…原液を何倍に薄めて使用するか
④使 用 液 量…散布する量
⑤使 用 時 期…収穫何日前まで使えるか
⑥総使用回数…収穫終了まで何回使えるか
⑦使 用 方 法…薬剤の使い方

【
適
用
害
虫
と
使
い
方
】

家庭園芸農薬のラベル記載

・殺　菌　剤：病気に対して使用するもの
・殺　虫　剤：害虫に対して使用するもの
・殺虫殺菌剤： 病気と害虫の両方に対して

使用するもの
・除　草　剤： 雑草を防草する際に使用す

るもの

・乳剤、水和剤、水溶剤
　… 水で薄めて噴霧器で散布
・エアゾール剤、スプレー剤
　… うすめずそのまま散布
・粒剤、ペレット剤
　…土にパラパラとまく
・粉剤
　… 葉や茎にまいたり、土に混ぜたりする

　　　　　　※ 使用時期の「収穫前日まで」とは、24
時間前のことです。散布してから24時
間待ってから収穫をしてください。

※ 農薬は最終有効年月日を確認して、有効期限内に薬剤
を使うようにしましょう。また、農薬を使用した場合
には、必ず記帳するように心がけましょう。

　　　　　　

住友化学㈱　農薬の選び方・使い方 ラベルの見方　引用

作　物　名 適用害虫名 希釈倍率 10アール当り散布液量 使用時期 総使用回数

トマト
アブラムシ類 2000倍

200～300ℓ ７日 ３回
ハダニ類 1000倍

１㎡当り散布液量

200～300㎖

　 効果薬害等の注意
● ボルドー液、石灰硫黄剤などのアルカリ性薬剤とは
混用しない。
●水産動植物に対して影響があるので注意する。

　 安全使用上の注意
● 蚕、ミツバチに対して影響があるので注意する。
●散布の際は、農薬用マスク、手袋などを着用する。

使用できる作物 防除できる病害虫 使用方法
（希釈倍率・散布量）

使 用 時 期： 収穫の何日前まで使用できるか
書かれている。

総使用回数： 同じ成分の農薬を収穫までに何
回利用できるか書かれている。

薬害や安全に使用するための注意



●注意すること
　「トマト」と「ミニトマト」のように名前が似ていても収穫物の大きさや重さ、収穫時期、収穫部
位、収穫物の形態が異なる場合、農薬の登録上、別作物の扱いになるものがありますので気をつけてく
ださい。

【誤認しやすい作物の例】

トマト ミニトマト だいこん はつかだいこん

ピーマン ししとう にんにく 葉にんにく

ブロッコリー 茎ブロッコリー たまねぎ 葉たまねぎ

ねぎ わけぎ ダイズ エダマメ

キャベツ メキャベツ 未成熟とうもろこし
（スイートコーン）

ヤングコーン
（ベビーコーン）

レタス リーフレタス

６月のお休み：毎週水曜日、30日㈮…棚卸しのため
営業時間：午前 8：30～午後 5：00　グリーンファームきそ　☎22-3061

1,0001,000円円〈420ml〉〈420ml〉

〈500g〉〈500g〉

〈1000ml〉〈1000ml〉 〈1000ml〉〈1000ml〉

354354円円

アースガーデンアースガーデン

● 美味しい野菜を育て
たい人に！人気野菜は
収穫前日まで使える
虫・病気対策スプレー。

● 草花から野菜
まで、ほとん
どの植物に使
えます。

（価格は税込みです）（価格は税込みです）

野菜野菜やや花花のの病害虫防除、草退治などに病害虫防除、草退治などに

880880円円

《殺虫剤》《殺虫剤》 《殺虫剤》《殺虫剤》

● 幅広い害虫に優れ
た効果があります。
● 速効性と持続性を
実現。

葉を食べる葉を食べる
虫退治虫退治
● 野菜などの大敵で
ある葉を食べる害
虫に幅広く使える。

ベニカベジフルスプレーベニカベジフルスプレー

野菜と果樹の野菜と果樹の
害虫退治に害虫退治に

《殺虫剤》《殺虫剤》アースガーデンアースガーデン

野菜うまし野菜うまし

880880円円
〈1000ml〉〈1000ml〉

● きれいな花を咲か
せたい人に！花の
厄介な虫・病気に
この１本。

《殺虫剤》《殺虫剤》アースガーデンアースガーデン

花いとし花いとし
《肥料》《肥料》ＩＢのチカラＩＢのチカラ

グリーンそだちＥＸグリーンそだちＥＸ

〈2.5ℓ〉〈2.5ℓ〉

シャワータイプシャワータイプ

2,2002,200円円

● 庭木・花壇・作物
の周りに。
●根まで枯らさない。
● 除草剤初心者の
方におすすめ。

《除草剤》《除草剤》BASFジャパンBASFジャパン

バスタＡＬバスタＡＬ

544544円円

≠≠ ≠≠

≠≠ ≠≠

≠≠ ≠≠

≠≠ ≠≠

≠≠

≠≠

≠≠



古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

木
曽
駒
ケ
岳
に
雪
形
出
で
て
種
を
蒔
く

種
を
蒔
く
小
さ
な
粒
に
願
ひ
こ
め

満
開
も
散
り
際
も
よ
き
櫻
狩

三
分
咲
七
分
咲
良
き
櫻
狩

又
と
言
ふ
日
の
な
き
老
に
蜆
汁

蕗
の
薹
ほ
の
か
な
苦
味
こ
れ
が
美
味

花
冷
に
信
徒
揃
い
て
法
話
聞
く

土
な
ら
し
種
蒔
終
へ
て
腰
の
ば
す

花
冷
や
福
祉
理
容
の
朝
準
備

紅
白
の
花
桃
咲
き
て
競
ふ
道

遅
咲
き
の
右
近
の
桜
風
さ
そ
ふ

葱
畝
を
地
下
壕
ら
し
く
耕
し
た
り

桜
餅
袋
が
匂
ふ
帰
へ
り
道

下
を
向
き
明
日
を
み
つ
め
る
翁
草

花
明
り
電
光
板
に
経
流
る

懐
し
き
筍
飯
の
味
を
喰
む

陽
溜
り
に
蕨
探
し
て
右
左

春
の
香
を
天
婦
羅
に
し
て
夫
婦
酒

原
発
の
十
三
回
忌
遠
き
春

久
々
に
顔
の
揃
ひ
て
桜
餅

よ
き
陽
気
野
良
着
に
替
へ
て
草
む
し
り

入
学
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ど
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の
ラ
ン
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セ
ル
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岳　

南　
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美
千
代

南
木
曽　

赤　

坂　

ひ
で
子

【
選
評
】
●
義
一
郎
さ
ん
…
昔
か
ら
雪
形
を
見
て
農
事
の
目
安
を
企
て
た
と
の
こ
と
。
気
候
の
変
動
の

激
し
い
現
在
も
大
切
に
な
さ
っ
て
居
ら
れ
る
。

●
悦
子
さ
ん
…
…
袋
の
底
に
軽
く
入
っ
て
居
る
種
。
蒔
く
と
き
は
大
切
に
祈
る
気
持
で
蒔

く
。

●
勝
義
さ
ん
…
…
日
本
の
花　

櫻
。
時
節
に
な
る
と
蕾
の
時
か
ら
ず
っ
と
三
分
咲
七
分
咲
、

勿
論
満
開
は
い
い
。
散
り
際
だ
っ
て
風
情
が
あ
る
の
だ
。

選
者
の
一
句

  

濃
淡
の
緑
編
込
む
四
方
の
山

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇
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⌇
⌇
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⌇
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⌇
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啓
蟄
も
積
雪
多
く
畑
作
業
見
通
し
つ
か
ず
種
袋
見
る

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

農
止
め
ん
思
い
幾
度
か
山
畑
に
腰
た
た
き
つ
つ
春
草
を
抜
く

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

春
の
来
て
耕
作
出
来
る
嬉
し
さ
に
気
合
を
入
れ
て
機
械
動
か
す

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

キ
ャ
ベ
ツ
植
え
長
き
ト
ン
ネ
ル
張
り
て
ゆ
く
一
人
の
作
業
に
慣
れ
て
久
し
も

日　

義　

越　

取　

思
正
子

高
冷
地
の
我
ら
が
里
に
廻
り
来
ぬ
八
十
八
夜
の
桜
は
豊
作
の
証

開　

田　

嶽　

見　

和　

子

花
桃
の
年
年
歳
歳
咲
き
散
れ
ど
植
ゑ
し
人
亡
く
我
も
老
い
た
り

上　

松　

古　

田　

澄　

子

あ
き
ら
め
ず
新
た
な
景
色
見
れ
る
よ
う
上
向
く
力
を
朝
ド
ラ
は
教
え
る

上　

松　

原　
　
　

き
よ
子

舗
装
路
の
裂
け
目
ゆ
伸
び
る
桑
の
木
に
養
蚕
の
村
で
あ
り
し
を
偲
ぶ

大　

桑　

科　

野　

八　

重

病
室
の
ベ
ッ
ド
で
見
る
夢
満
開
の
桜
花
々
胸
中
に
咲
き
ぬ

上　

松　

金　

澤　

紀　

子

あ
の
頃
は
暗
き
ホ
ー
ル
に
燃
え
て
い
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
一
台
タ
ク
ト
一
本
の

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

栃
の
花
指
差
し
な
が
ら
山
道
を
歩
め
ば
空
が
語
り
く
る
が
に

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

和　

子

駅
前
に
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
野
山
へ
こ
こ
ろ
誘
ふ

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

慶　

喜

佳　

作

【
選
評
】
①
同は

ら

胞か
ら

は
兄
弟
姉
妹
の
こ
と
。
何
人
か
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
た
が
、
他
界
さ
れ
て
お
兄
様
と
二

人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
農
作
業
の
出
来
な
い
雨
の
日
を
待
っ
て
、
会
い
に
出
掛
け
る

の
で
す
。
葉
桜
の
径み

ち

に
詩
情
が
あ
る
。

②
霜
に
あ
っ
て
紅
葉
し
た
葉
の
紅
い
色
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
花
桃
の
紅
い
色
も
、
胸
を
わ
く
わ

く
さ
せ
る
も
の
だ
。
と
感
慨
に
ふ
け
る
作
者
。

③
咲
く
花
に
つ
ね
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
、
喜
び
が
伝
わ
る
。

秀　

作

①

同
胞
は
二
人
と
な
り
し
兄
と
わ
れ
雨
待
ち
て
訪
ふ
葉
桜
の
径

新　

開　

池　

井　

十
与
子

②

霜
葉
の
く
れ
な
ゐ
と
ま
で
い
か
ず
と
も
花
桃
の
紅あ
か

は
こ
こ
ろ
躍
ら
す

上　

松　

野　

口　

英　

作

③

老
い
二
人
待
ち
か
ね
て
い
た
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
が
朝
露
に
濡
れ
い
ま
花
開
く

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［《８月号掲載作品を募集中です》編集の都合により、６月末日までの到着はがきにて選考いたします。］



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおおお
天天天天天天
気気気気気気
カカカカカ
レレレレレ
ンンンンン
ダダダダダ
ーーー
気
象
予
報
士　

檜
山　

靖
洋

夏
至
の
太
陽

　

夏
至
の
頃
の
晴
れ
た
日
、
強
い
日
差

し
に
う
な
だ
れ
て
歩
い
て
い
る
と
、
地

面
に
落
ち
た
影
が
と
て
も
短
い
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
夏
至
の
太
陽
は
、
一
年

で
最
も
高
く
な
り
ま
す
。
夏
至
の
正
午

ご
ろ
、
沖
縄
で
は
地
面
と
太
陽
の
角
度

が
90
度
近
く
に
な
り
、
太
陽
は
ほ
ぼ
真

上
に
あ
り
ま
す
。
東
京
で
も
地
面
と
太

陽
の
角
度
は
78
度
の
高
さ
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
影
の
短
さ
、
太
陽
の

高
さ
を
実
感
で
き
る
の
も
晴
れ
て
い
れ

ば
の
話
で
す
。

　

沖
縄
で
は
例
年
６
月
下
旬
に
梅
雨
が

明
け
、
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
ま
す

が
、
本
州
付
近
は
梅
雨
真
っ
盛
り
の
時

期
で
す
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
梅
雨
の

中
休
み
が
続
い
た
り
、
早
く
梅
雨
が
明

け
た
り
す
る
と
き
は
、
強
烈
な
日
射
に

よ
る
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

夏
至
は
一
年
の
中
で
最
も
昼
間
の
時

間
が
長
く
、
夜
は
短
く
な
り
ま
す
。
あ

ま
り
夜
更
か
し
し
過
ぎ
る
と
、
明
け
方

す
ぐ
に
明
る
く
な
り
、
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

手
足
を
伸
ば
し
て
深
呼
吸

⑴いすに浅く座り、足
を肩幅程度に開きま
す。両手首を外側にひ
ねり、親指と人さし指
の間を膝の上に付けま
す。腕を伸ばして体重
を膝にかけ、腰から背
中を伸ばします。

⑵腰の後ろに手を回
し、左手首を左にひね
りながら手の平を下に
向けて、右手を使って
指を反らします。指や
腕を伸ばし、胸を開い
て伸ばします。反対の
手でも行います。

⑶左足を右足の上に
引っかけ、右腕を伸ば
して左肘で抱えます。
上体を左へゆっくりひ
ねって肩や脇の筋肉を
伸ばします。反対側も
同様に行います。

⑷左手の合谷（ごうこく：人
さし指と親指の骨が交差する
くぼみ部分で、人さし指の内
側辺りにあるつぼ）を右手の親
指で押さえます。そのまま頭
の後ろに両腕を回し左側へ傾
け、右腕と脇の筋肉を伸ばしま
す。反対側も同様に行います。

⑸左手首を右手の親指
と中指で押さえます。
ここにはつぼが複数あ
ります。左手首を右へ
引っ張りながら首を右
に倒して、首と肩を伸
ばします。反対側も同
様に行います。

⑹膝の下を両手で抱え、
尻の後ろと太ももの裏
側を伸ばします。この
とき、足首をゆっくり
大きく左右に５回ずつ
回し、膝から下の筋肉
を動かします。反対側
も同様に行います。

日中使った筋肉を伸ばす
　

今
回
は
「
伸
ば
す
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
じ
姿
勢

が
長
時
間
続
く
、
ま
た
は
特
定
の
筋
肉

を
使
い
過
ぎ
る
と
血
流
が
滞
り
、
疲
労

物
質
が
た
ま
っ
て
筋
肉
が
硬
く
な
り
ま

す
。
筋
肉
は
関
節
と
連
動
し
て
い
ま

す
。
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
こ
と
で
血
流
が
良
く
な
り
、

体
の
可
動
域
が
広
が
っ
た
り
、
運
動
能

力
が
向
上
し
た
り
し
ま
す
。

　

農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
作
業
な

ど
が
多
い
方
に
も
お
勧
め
で
す
。
つ
ぼ

を
刺
激
し
、
深
い
呼
吸
を
意
識
し
な
が

ら
体
操
し
て
日
々
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま

し
ょ
う
。

ポイント

⑴
〜
⑹
の
伸
ば
す
体
操
を
20
秒
ず
つ
行
い

ま
す
。
伸
ば
す
と
き
は
、
口
か
ら
息
を

ゆ
っ
く
り
吐
き
、
そ
の
後
も
息
を
止
め
ず

に
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
続
け
ま
す
。

1973年横浜市生まれ。
明治大学政治経済学部政治学科を卒業後、印刷会社に就職。
1999年に気象予報士を取得し気象会社へ転職。
2005年からNHKの気象キャスターに。
朝のニュース番組「おはよう日本」の気象情報に出演中。

檜山靖洋　ひやまやすひろ
気象予報士・防災士

左手の場合左手の場合

合谷



ＪＡバンク　年金相談会のお知らせＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

・７月11日㈫　北部支所
・７月19日㈬　中部支所
・８月17日㈭　南部支所
　相談時間 10時～15時30分

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」開催ご案内

■新盆提灯・返礼品の展示と予約開始
６月17日㈯より７月31日㈪まで盆提灯・

返礼品の展示と予約受付を行います。ぜひお
越し頂きますよう、お願いいたします。なお
家紋付の提灯を希望の方は家紋の間違い防止
のため、写真を撮ってくるなど、家紋の分か
るものをお持ちになってご来館いただければ
幸いです。虹のホールには家紋一覧表もあり
ますのでそれを見ながらご対応もいたしま
す。

月　日 場　　所 時　　間
６／17 ㈯

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

６／21 ㈬
６／27 ㈫
７／ 3 ㈪
７／ 9 ㈰

理事会だより理事会だより

●５月10日㈬開催
【協議事項】
①独立監査人の監査報告及び監事監査報告の結
果に関する事項について
②令和４年度決算の行政庁への報告について
③総代会表彰者の決定について
④３ヵ年計画で取り組む活動指標・成果確認指
標について
⑤不良債権処理方針について
⑥諸規程の改正について
⑦㈱ＪＡファームきその定款変更について
 ほか
【報告事項】
・令和４年度期末決算監事監査報告について
・令和５年組合員総集会の報告について
・固定資産の取得について

ＪＡ木曽
  公式ＬＩＮＥ

　ＪＡ木曽公式ＬＩＮＥより広報誌をスマホや
タブレットでご覧いただけます。

　右記のＱＲコードを読み込ん
で、ぜひＪＡ木曽のＬＩＮＥを
ご登録ください。お得な情報な
ど配信させていただきます。

LＩＮＥで広報誌「JAきそ」がLＩＮＥで広報誌「JAきそ」が
ご覧いただけますご覧いただけます



〒397-0001  木曽郡木曽町福島2800ＪＡ木曽 企画管理部 組合員課  広報係
電話  0264-22-2128  Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

応募作品送付と
お問い合わせ先

■ テ  ー  マ  『木曽の風景』…木曽の自然・農業・くらし、農村の四季の風景や 
風物詩、農作業の様子。

■ 撮影地域  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2021年１月１日以降に撮影したもの。
■ 応募締切  2023年（令和５年）８月31日㈭
■ 応募資格  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方（県郡外者は木曽出身者に限ります）。
■ 応募規格 ⑴ デジタルカメラで撮影したカラー写真に限ります。（スマートフォン撮影も可）（800万画素

以上、解像度300dpi以上、JPEG形式、最高画質モード、合成、加工・修正・組写真不可）
 ⑵写真サイズは横長の写真とします。
 ⑶ 被写体の肖像権（顔の判別不可含む）や場所については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵ 応募作品の裏面に下記項目を表記した応募票を貼付してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月日）
 　※ ＪＡ木曽ホームページにも応募票を掲載しておりますので印刷して使用してください。
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連

絡し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞　　品 ・採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円
 ・応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、本
所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本誌16ｐ欄外参照）。

ＪＡＪＡ木曽木曽広報誌広報誌等等表紙写真募集表紙写真募集2024年版



組合員・地域の皆様へ

※写真と現物は色が異なる場合があります

※

点
灯
時

※

点
灯
時

※

点
灯
時

※

点
灯
時

３

紫色の美しい花、長野県のシンボルとされる県花「りんどう」をあしらいました。紫色の美しい花、長野県のシンボルとされる県花「りんどう」をあしらいました。

ワンタッチ伸縮

家紋入提灯
予約受付中

家紋入のご用命はお早めに
お願い致します。

7月末日まで

（本体価格69,300円）（本体価格69,300円）

（本体価格99,000円）（本体価格99,000円）JA標準価格JA標準価格

組合員割引価格組合員割引価格
一対一対

（本体価格57,400円）（本体価格57,400円）

（本体価格82,000円）（本体価格82,000円）JA標準価格JA標準価格

組合員割引価格組合員割引価格
一対一対

（本体価格64,400円）（本体価格64,400円）

（本体価格92,000円）（本体価格92,000円）JA標準価格JA標準価格

組合員割引価格組合員割引価格
一対一対

12号（90cm×36cm）12号（90cm×36cm） 13号（98cm×39cm）13号（98cm×39cm）

対柄提灯 絹二重 りんどう 黒檀調対柄提灯 絹二重 りんどう 黒檀調

〈外火袋絹・中火袋紙〉〈外火袋絹・中火袋紙〉 〈外火袋絹・中火袋紙〉〈外火袋絹・中火袋紙〉

３

〈外火袋絹・中火袋紙〉〈外火袋絹・中火袋紙〉（高さ87cm×径21cm）（高さ87cm×径21cm）

対柄 伸縮住吉 絹二重
りんどう 黒檀調
対柄 伸縮住吉 絹二重
りんどう 黒檀調

1 ２
簡単ワンタッチ

ワンタッチ伸縮

グリーンファーム きそ会 場

虹のホール きそ会 場

JA木曽 新盆提灯展示期間のお知らせ

月 日 ～ 月 日

新盆・法事相談承ります



お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　５月頃に旬を迎える初かつおは脂が少なめで
あっさりした味わいが特徴です。かつおには体
内に吸収されやすいヘム鉄、ビタミンB12、葉
酸が多く、貧血予防に効果があります。また、
二日酔い予防に効果があるといわれているナイ
アシンも多く含んでいるため、男性女性ともに
積極的に摂り入れたい食材です。

一口メモ

①  新たまねぎは薄くスライスし、塩少々を揉みこんでから水に浸し、

辛みが抜けたら水気を拭き取ります。

② 青じそは千切り、みょうがは縦半分にしてから千切りにします。

③ かつおたたきは薄くスライスします。

④ ボウルにⒶを入れ、しっかりと混ぜ合わせます。

⑤ ④に①と②、③を入れて混ぜ合わせ、器に盛りつけます。

かつおたたき ……… ３本程度

新たまねぎ ………… 1/2個

青じそ ……………… ２枚

みょうが …………… １個

　┌ らっきょう酢 …… 大さじ３

Ⓐ| うす口醤油 ……… 少々
　└ オリーブオイル … 大さじ２

おたよりコーナー 令和５年４月にい令和５年４月にい
ただいたおたよりただいたおたより
からから

山々の緑が美しく庭のカタクリの花が満
開。ユリが芽を出し一番良い季節です。
 （楢川：太田さん　82才）

玄関先に並べた原木から椎茸がいっぱい顔
を出してきました。何日おきかで美味しい
椎茸をいただけて嬉しいです。
 （日義：郡上さん　60才）

ふきのとうを取って天ぷらにしました。
でも私は苦いから食べませんでした。
 （開田：山岸さん　10才）

久しぶりの漬物がおいしく出来ました。お友達
にあげますと来年もよろしくと言われ、頑張ろ
うと思います。 （南木曽：上田さん　88才）

春本番。タラの芽、ワラビ、ゼンマイいっぱ
いです。でも竹の子はお猿さんの勝ちです。
 （南木曽：岡田さん　70才）

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線

2023.６月号



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2023.６月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

今回は「どの葉を摘むかわからない」記者が教えてもらった南木曽
町田立の茶摘みからの問題です。左右の写真を比べると、３ヵ所の
間違いがあります。挑戦して下さい。クイズの解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、郵送またはＪＡ木曽本支所窓口へお持ちいただ
くか、Ａ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しく
ださい。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　６月30日㈮ 必着

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
④
・
⑥
・
⑧
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５月号の答え

　正解者の中から抽選で10名の方に
冷たい牛乳で飲む
ブレンディⓇスティッククリーミー
アイスカフェオレ７本入り２箱
をプレゼント。

今月のプレゼント

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和６年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
承　認

0813 長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
福
島
２
８
０
０

Ｊ
Ａ
木
曽

頭
の
体
操 

 

　

ま
ち
が
い
さ
が
し
に
挑
戦　

宛

　
（
Ｊ
Ａ
木
曽
「
組
合
員
の
声
を
聴
く
」
兼
）

P O S T  C A R D

３ ９ ７ ８ ７ ９ ０

き り と り 線


